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インパクト駆動機構の開発

　インパクト駆動機構は，圧電素子の急速変形時
に発生する衝撃的な慣性力と摩擦力とを利用し，
nm～µmオーダのステップ状の移動を行う．
　以下のサイクルを繰り返すことで左に進む．
(1)　圧電素子を伸ばす．
(2)　 圧電素子を一定加速度でゆっくりと縮める．
移動体に発生する慣性体の向きへの慣性力は，
ベースとの間に働く逆向きの静止摩擦力より小さ
いため，移動体は止まったままとなる．
(3)　 圧電素子の収縮を急に止める．慣性体が移
動体に衝突したような効果が得られ，わずかに左
に移動し始める．
(4)　 (3)が終了するのと同時に圧電素子を急に伸
ばす．この時に発生する慣性力はベースと移動
体間の摩擦力よりもはるかに大きいため，さらに
左に移動する．
(5)　 運動エネルギーが摩擦エネルギーにより失
われるまで移動し，サイクルが終了する．
　 右に進む場合には，上記のサイクルで圧電素
子の伸縮を逆にする．
　 上記と類似した原理により駆動される機構は，
すべて乾燥摩擦面上でしか用いられていなかっ
た．しかし，潤滑油を塗布した面上や，油中でも
駆動可能であることが明らかになった．
　 本研究は東京大学大学院・樋口俊郎教授と共同で実施してい
る．

-1

0

1

2

3

10 100 1000
Traverse time µs

M
ov

em
en

t 
m

              Friction N  Dot
Dry             0.95       ◆
EDF-K       0.95        ■
Oil32         1.21        ▲
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∆V     50 V
M      64 g
m      23 g
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             Friction N   Dot
Dry           0.95         ◆
EDF-K      0.95         ▲
Oil32        1.21         ■
Oil68        1.02          ×

Ttrav     60 µs
Acc     15 m/s2

Tw        1ms
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M  64 g             m 23 g
∆V   10 V          Ttrav  60 µs
Acc   1.5 m/s2     Tw   1 ms
Pattern No. 3
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Movement in horizontal direction on dry base

Displacement in vertical direction on dry base

Movement in horizontal direction on wet base
(Fluid: EDF-K)
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Distribution of movement
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